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□村松七郎 ••花の解剖図説 292 pp. 1984.自費出版.副題に‘写生画並に図解説明文’ 
とあるように，著者が1981年以来生品から書きためた約137種の植物の スヶッ チが収めら 
れている。1ページ1種で，花の各部を拡大した解剖図が A 4版の紙面一杯にちりばめ 
られているのが他書に見られない特色である。材料は身近な植物も多いが，オオトック 
リ イチゴ，デワノ タツ ナミソウ，キイジョウロウホ トトギスなど珍らしいものもふく ま 
れている。著者は静岡に生れ，秋田•鹿児島で教鞭をとるかたわら熱心に植物を調査採 
集し，「秋田県植物誌」 (1932) を出版し，多くの新知見を加え， Muramatsui の種小名 
をあたえられた植物も数種ある。それら採集品はみな東京大学標本室 （ ti ) に収められ 
ている。のち彦根に移り，1975年頃からは同地周辺の植物調査に専念された。85歳にも 
なる著者が，若者も及ばぬような精密な花の解剖図を書かれていることは驚嘆に値し， 


著者の御健康に心からの祝福を送りたい。自費出版で，著者の住所は（亍 522) 彦根市 ■ 
■(原寛） 



